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We investigate the information processing in an adaptive behavior of a chaos 
cellular neural network. In our model， we assume that the cellular neural 
network controls a car and gets a suitable adaptive behavior to chase a moving 
target. We confirm that the cellular neural network gets a chasing behavior 
through the characteristic adaptive mechanism. Our adaptive mechanism is that 
the cellular neural network explores a suitable ordering state by changing the state 
of the system. In the adaptive behavior， an analysis of the dynamics of the 
system is investigated from the relationship between input and output signals. 





































、 ? ， ， ，?
?
? ， ? 、
Xj" = 10ナ)，





一項は内部状態の保持を示し、その強さが K (O~K~ l) である o 第二項は出力に対するフィード
パックを表わし、その強さがαであるロそして第三項は他のニユーロンからの出力の重み付き和で
あり、その時 jのニューロンとの結合の強さの変数が W'j，j であるo 第四項は外部入力 Fが入力ニ
ユーロンmへνという重みで入ることを意味する。また各ニュー口ンは、第三近傍のニューロンま
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方法を説明する o その方法は、自ら回転してターゲットを追跡するものである o その角度調整方法
を以下の式で示す。
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図2 車がターゲットを回転しながら追跡している様子。
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図 4:ターゲットを追跡するまでの平均距離 (d)の時開発展。太線はσ=4.0の基準ラインである。 (d)
がσ以内に入っていたら、車は完全に追跡しているとみなした。
れる。
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図6:CNNが最終的に獲得した追跡行動。
55 
図 6 からわかるように、この追跡行動はターゲットの周りを I~I転しながら更に同転するというよ
うな非常に而白い行動をする o この行動を理解する為に、この CNNの入出力関係から先の追跡正
デルのパラメーターとの比較を行う o まず、出力信号/).fJと入力信号 Iから線形相関をとり、 ω、






ために、出力二ユーロン a、bのダイナミクスを考える o まず、各ニュー口ンは入力依存性を持っ
て時開発展していると考えられるので、出力ニユーロンのダイナミクスは少なくとも以下のような
関係があると考えられるロ




A8 = l町a{τJ一ωb(τb)]+Sa(τa)1"ー らー ら(τb)In-rb (16) 
ここでまず、車の回転角を決める項から調べる o 図7に各ωの時間差 γによる変化を示す。














次に、 sに対して T依存牲を調べるo 図 8から分かるように、全体的にニューロン aの方
が大きな傾きを持ち、おおよそ 14ステップ辺りで入力信号が伝わっていることが分かる o しかし
ここで注意したい事は、出力信号d.8の入力に対する時間差は 22ステップであった事である。こ
の差はどこから生まれるのであろうか?その答えは、 5 の時間差 γに対する変化の仕方が互いに平
行しておらず、微妙にずれている事に起因する。 lH:hd. 8はニューロン a と b の差で定義される
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